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知 れ ばもっと旅 が 楽しい！

「つまようじ」取り扱い量は
日本一！

ノスタルジックな 鉄 道 風 景

河内長野の歴史トリビア
歴史の数だけ、物語がある。河内長野市のむかしを紐解いてみれば、

ちょっと面白いストーリーがいろいろ発掘されました。
知ればきっと旅したくなる、豆知識はいかがですか？

His
tory trivia

河
内
長
野
で
つ
ま
よ
う
じ
の
生
産
が
始
ま
っ
た

の
は
明
治
時
代
。も
と
も
と
は
、つ
ま
よ
う
じ
の

原
木
で
あ
る「
黒
文
字
」「
卯
木
」を
山
林
か
ら

切
り
出
し
て
売
っ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
16
年

（
１
８
８
３
年
）頃
に
は
職
人
を
河
内
長
野
に
招

い
て
製
造
も
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

稲
葉
由
太
郎
氏
が
河
内
長
野
に
つ
ま
よ
う
じ
会

社
を
設
立
し
、日
本
初
の
機
械
生
産
に
踏
み

切
っ
た
の
で
す
。そ
の
高
い
品
質
が
認
め
ら
れ
、河

内
長
野
の
つ
ま
よ
う
じ
は
日
本
だ
け
で
な
く
海

外
へ
も
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
…
。現
在
で
も
河
内

長
野
の
つ
ま
よ
う
じ
企
業
が
生
産
す
る
量
は
、

日
本
国
内
で
も
大
き
な
シェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

人 間 国 宝 、
秋 山 信 子 氏の人 形

無
形
重
要
文
化
財
保
持
者
、い
わ
ゆ
る「
人
間
国

宝
」の
秋
山
信
子
氏
を
ご
存
じ
で
す
か
？
秋
山

氏
は
河
内
長
野
在
住
の
人
形
工
芸
作
家
。昭
和

３
年（
１
９
２
８
年
）に
大
阪
市
に
生
ま
れ
、20

代
で
人
形
作
り
の
道
へ
。そ
の
後
、河
内
長
野
に

拠
点
を
移
し
て
、日
本
国
内
の
祭
礼
行
事
や
ア

ジ
ア
、シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど
各
地
の
風
俗
を
テ
ー
マ

に
、数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

現
地
で
の
取
材
な
ど
丹
念
な
資
料
調
査
に
も
と

づ
き
、繊
細
な
工
芸
技
法
を
駆
使
し
て
創
作
さ

れ
た
人
形
は
、優
し
い
表
情
と
美
し
い
佇
ま
い
が

魅
力
。いつ
ま
で
も
眺
め
て
い
た
く
な
る
よ
う
な
、

瑞
々
し
い
生
命
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

河
内
長
野
市
に
鉄
道
が
整
備
さ
れ
た
の
は
明

治
31
年（
１
８
９
８
年
）。今
の
堺
東
駅
か
ら
河

内
長
野
駅
を
結
ぶ「
高
野
鉄
道
」の
開
通
が
始

ま
り
で
し
た
。そ
の
後
、市
内
に
は
駅
舎
が
順
々

に
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、母
体
と
な
る
鉄

道
会
社
は
経
営
不
振
や
合
併
な
ど
で
変
遷
を

く
り
返
し
、昭
和
22
年（
１
９
４
７
年
）に
現
在

の
南
海
電
気
鉄
道
が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
ん
な

河
内
長
野
市
に
は
、お
よ
そ
１
２
０
年
の
時
間

を
経
た〝
鉄
道
の
遺
跡
〞が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
レ
ン
ガ
積
み
の
橋

脚
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
り
。廃
線
に
な
っ

た
線
路
跡
が
遊
歩
道
に
な
っ
て
い
た
り
。風
情

あ
ふ
れ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
鉄
道
風
景
も
、こ

の
街
を
彩
る
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

本 多 忠 統 サクセスストーリー

かつて天 皇の御 所 があった！？

レンガの橋脚
広域マップ ： b

明治時代のレンガ積み
橋脚は市内の各所で見
られます。写真は現在の
南海高野線を三日市橋
から眺めた風景。写真中
央にレンガの構造物が
見えます。

つまようじ資料室　広域マップ ： C-2
（株）広栄社の敷地内にある資料館。つまようじの歴史から製
造工程、世界のユニークな楊枝まで見ごたえ十分。広栄社の
前身は稲葉由太郎氏創業の「東洋妻楊枝」です。

「
陣
屋
」と
は
、江
戸
時
代
に
城
を
持
て
な
か
っ
た

小
大
名
が
領
地
内
に
持
っ
て
い
た
政
治
の
拠
点
の

こ
と
。河
内
長
野
に
初
め
て
陣
屋
を
構
え
た
の
は
、

こ
の
地
を
治
め
て
い
た
西
代
藩
の
二
代
藩
主
、本

多
忠
統
で
す
。彼
は
明
晰
な
頭
脳
と
優
れ
た
政

治
手
腕
で
幕
府
の
要
職
に
つ
き
、異
例
の
出
世
を

と
げ
ま
し
た
。若
い
頃
か
ら
幕
府
に
上
が
り
、60

歳
で
隠
居
す
る
ま
で
５
人
の
将
軍
に
仕
え
た
と
い

う
忠
統
。大
名
と
将
軍
の
連
絡
役〝
奏
者
番
〞や

老
中
を
支
え
る〝
若
年
寄
〞な
ど
を
務
め
た
ス
ー

パ
ー
エ
リ
ー
ト
で
す
。特
に
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗

の
信
任
が
厚
く
、享
保
の
改
革
に
力
を
尽
く
し
ま

し
た
。わ
ず
か
一
万
石
の
小
大
名
な
が
ら
、歴
史
に

名
を
残
す
名
君
が
、河
内
長
野
に
は
い
た
の
で
す
。

●所在地
　上原町885（株）広栄社内
●電話
　0721-52-2901
●開室日
　毎週土曜日 ※要予約
●時間
　10：00～16：00
　入室は15：00まで
　（12：00～13：00は休憩）
●料金　無料
●アクセス　
　長野車庫バス停より徒歩3分

ラブリーホール／キックス　広域マップ ： C-1
秋山氏の作品が河内長野市文化会館「ラブリーホール」のロ
ビーや河内長野市立市民交流センター「キックス」に展示され
ています。各館の開館時間内であれば見学は自由です。

ラブリーホール
●所在地　西代町12-46
●電　話　0721-56-6100
●閉館日　不定休
●時　間　9：00～22：00
●アクセス
　ラブリーホールバス停・西代町南
　バス停より徒歩2分

キックス
●所在地　昭栄町7-1
●電　話　0721-54-0001
●閉館日　毎週月曜日、年末年始
●時　間　9：00～22：00
●アクセス
　市民交流センター前バス停より
　徒歩3分

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
後
、朝
廷
が
２
つ
に
分
か
れ

て
争
っ
た
南
北
朝
時
代
。河
内
長
野
に
は
南
朝

側
を
率
い
た
後
村
上
天
皇
の
拠
点
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。中
世
の
一
時
期
、こ
こ
に
は
日
本
の

首
都
が
あ
っ
た
の
で
す
。中
心
と
な
っ
て
い
た
の

が
金
剛
寺
と
観
心
寺
。天
皇
は
北
朝
と
の
戦
い

に
備
え
、交
通
の
要
所
と
し
て
重
要
な
場
所
に

あ
っ
た
２
つ
の
寺
を
行
宮（
仮
の
御
所
）と
し
て
、

政
治
を
執
り
行
い
ま
し
た
。正
平
９
年（
１
３

５
４
年
）か
ら
６
年
間
は
金
剛
寺
、そ
の
あ
と

10
ヶ
月
間
は
観
心
寺
が
、行
宮
と
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
同
時
期
に

北
朝
の
３
上
皇

（
光
厳
、光
明
、

崇
光
）が
、金
剛

寺
の
観
蔵
院
に

幽
閉
さ
れ
て
い

ま
し
た
。北
朝

方
の
行
在
所
も

こ
の
地
に
あ
っ

た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

金剛寺行在所跡  広域マップ ： B-2
金剛寺跡の中にある後村上天
皇の行在所。観心寺にも行在
所はありましたが今は残っておら
ず、石碑が建てられています。

●所在地　天野町996　
●電　話　0721-52-2046
●時　間　9：00～16：30
●入山料　大人200円
●北朝行在所拝観料　大人400円
●アクセス　天野山バス停より徒歩１分

西代神楽　広域マップ ： C-1
享保17年（1732年）、本多忠統が江戸幕府の命により、西代藩から
神戸藩（現在の三重県鈴鹿市）に移ることになった時に、その徳をしの
んで、西代神社に奉納されるようになったのが始まりと伝わっています。
●所在地　西代町14－1　　●アクセス　河内長野駅より徒歩5分

た だ  む ね

きょうほう

にしんだいかぐら

かんべはん


